
上位政策

課長　齋藤　匡人

1536 9

232 160

22年度 23年度要求

1427

―

関係する計
画、通知等

「多極分散型国土形成促進法」に基づく「国の行
政機関等の移転について」の閣議決定（昭和６
３年）

「国の庁舎等の使用調整等に関する特別措置法第５
条」に基づく「東京２３区内に所在する庁舎移転・再配
置のための単独庁舎」特定国有財産整備計画

予算額(補正後）

国立医薬品食品衛生研究所施設整備経費

国立医薬品食品衛生研究所

一般会計

担当部局庁

会計区分

根拠法令
（具体的な
条項も記載）

担当課室 総務部会計課

212 232 160

21年度

執行額

補
　
記

自
己
点
検

支出先・
使途の把
握水準・
状況

見直しの
余地

　平成21年度は特殊事情により、計画の見直しを余儀なくされたため多額の不用が生じているが、今後、関係機関と連絡を密にと
り、効率的な執行を行うこと。

総事業費(執行ベース)

予
算
監
視
・
効
率
化

チ
ー

ム
の
所
見

　今後実施する作業として、府中基地跡地の解体撤去工事、文化財調査、住民説明会、府中市や周辺住民代表者との安全協定
締結に向けた協議等を行う予定である。しかし、平成２１年１１月に実施された行政刷新会議における事業仕分けにより、府中基
地跡地に整備予定の国家公務員宿舎建設が凍結となっており、宿舎と一体の府中基地留保地利用計画である当研究所の府中
移転は大幅な遅延が見込まれる。

　平成２１年１１月に実施された行政刷新会議における事業仕分けにより、府中基地跡地に整備予定の国家公務員宿
舎建設が凍結となっており、宿舎と一体の府中基地留保地利用計画である当研究所の府中移転も凍結している。その
ため、予算額に対する執行額は低いが、予想移転時期を精査しながら既存施設の整備も含め無駄な支出のないよう
見直しを行う。

・所内において移転問題検討委員会を設け、基本条件書や各研究室の諸元表の作成など業務の把握等が行われてい
る。
・老朽化の進む施設ではあるが、最優先事項に限定し、かつ必要最低限の支出を行い、無駄のないよう使途や実施状
況の把握を行っている。

事業番号 577

　　　　　　　　　　　　　行政事業レビューシート　　　　(厚生労働省)

予算事業名 作成責任者
事業開始
年度

昭和２１年度

執行率 87% 16% 10%

244

19年度 20年度

・平成２１年度は、移転予定地における現況交通量調査、生態系調査、建築基本条件書の作成、府中住民への説明、
風評被害調査、土壌調査、地質調査、測量調査を行った。また、現在、府中市との都市計画変更協議、警視庁との交
通・道路協議、関東地方整備局とのＰＦＩ導入可能性検討会を行っているところである。
・既存施設の整備として、８号館空調・換気設備改修工事、４号館温水配管更新工事等を行った。

212

事業の目的
（目指す姿を簡
潔に。3行程度

以内）

事業概要
（5行程度以
内。別添可）

・平成２６年度末の府中移転を目指して、現況交通量調査、生態系調査、建築基本条件書の作成、府中住民への説
明、風評被害調査、府中基地跡地の解体撤去工事、文化財調査、府中市や周辺住民代表者との安全協定締結に向け
た協議を行う。
・老朽化の著しい既存施設について、良好な研究環境を確保し、研究機能を維持するための施設整備を行う。

・昭和６３年の閣議決定に基づき、平成２６年度末に世田谷区上用賀から府中市へ移転するため、具体的な研究所の
環境整備、建物計画、工事費の概算等を決定し、必要となる工事等を行うことを目的とする。
・老朽化の著しい既存施設について、良好な研究環境を確保するため、施設整備を行うことを目的とする。

実施状況

予算の状況
（単位:百万円）

138



資金の流れ
(資金の受け取
り先が何を行っ
ているかについ
て補足する)
(単位:百万円)

国立医薬品食品衛生研究所

１８６百万円

Ａ．民間企業（５機関）

３７百万円
Ｂ．民間企業（１７機関）

１２２百万円

【一般競争・随意契約】

改修、整備工事等
府中移転に係る経費

【一般競争・随意契約】

Ｃ．国土交通省

２７百万円

Ｄ．ＰｗＣアドバイザリー株式会社

１百万円

【簡易公募型プロポーザブル】

ＰＦＩ検討業務

支出委任経費



0計 計

雑役務費 ＰＦＩ手法による整備可能性検討業
務

1

H.

計 0 計

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

0

D.PwCアドバイザリー株式会社

C. G.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0

費目・使途
（「資金の流れ」
においてブロッ
クごとに最大の
金額が支出さ
れている者に
ついて記載す
る。使途と費目
の双方で実情
が分かるように

記載）

計 62 計

外部委託
８号館空調・換気設備改修工事、４号館温水配
管更新工事,実験室流し台取替、仕切り撤去、
ユニット修理

62

B.日本空調サービス(株) F.

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

0計 18

外部委託 移転予定地土壌汚染、地盤・地質調査 18

使　途 金　額
(百万円）

費　目 使　途 金　額
(百万円）

費　目

A.(株)地盤調査事務所 E.

計



◯国立医薬品食品衛生研究所施設整備
　　Ａ．民間企業（５機関）

（単位：円）
業　　者　　名 金　　額

1 （株）地盤調査事務所 17,807,839
2 （株）石本建築事務所 9,030,000
3 （株）環境管理センター 7,334,250
4 （株）福田測量 1,648,500
5 （株）ダイトク 924,000

　　Ｂ．民間企業（１７機関）
（単位：円）

業　　者　　名 金　　額
1 日本空調サービス 62,408,091
2 （株）日立ビルシステム 19,950,000
3 （株）イズミ・コンストラクション 10,500,000
4 （株）オリゲン 7,664,500
5 田口工業（株） 7,133,700
6 門倉テクノ（株） 3,591,000
7 ジョンソンコントロールズ（株） 3,045,000
8 三精輸送機（株） 2,310,000
9 旭防災設備（株） 1,875,300
10 （株）和科盛商会 997,500


